
(57)【要約】

【課題】　患者監視システムを提供する。

【解決手段】　患者監視システムは、少なくとも１つの

モニタ用ケーブル（２０）と、複数の接続導線（３０）

と、複数のコネクタ（２２、２４）とを含む。複数の接

続導線（３０）は、外カバー（３２）内に収納され、各

々が少なくとも１つのモニタ用ケーブル（２０）の第１

の端部（２６）から第２の端部（２８）まで延びる。複

数のコネクタは、少なくとも１つのモニタ用ケーブルの

第１の端部から第２の端部まで一列配列で配置され、か

つ少なくとも１つのＥＣＧコネクタと少なくとも１つの

非ＥＣＧコネクタとを含む。少なくとも１つのケーブル

はひずみ除去を行なうことができる。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
患 者 監 視 シ ス テ ム に 使 用 す る モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル （ ２ ０ ） で あ っ て 、
　 第 １ の 端 部 （ ２ ６ ） 及 び 第 ２ の 端 部 （ ２ ８ ） と 、
　 前 記 第 １ の 端 部 （ ２ ６ ） か ら 前 記 第 ２ の 端 部 （ ２ ８ ） ま で 延 び る 外 装 （ ３ ２ ） と 、
　 各 々 が 前 記 外 装 （ ３ ２ ） 内 に 収 納 さ れ た 複 数 の 接 続 導 線 （ ３ ０ ） と 、
　 患 者 の 所 望 の 部 位 に 対 応 す る よ う に 該 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル （ ２ ０ ） に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 か
つ 少 な く と も １ つ の 接 続 導 線 （ ３ ０ ） に 連 結 さ れ た 複 数 の コ ネ ク タ （ ２ ２ 、 ２ ４ ） と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 複 数 の 接 続 導 線 （ ３ ０ ） が 各 々 、 前 記 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の 前 記 第 １ の 端 部 （ ２ ６ ） か
ら 前 記 第 ２ の 端 部 （ ２ ８ ） ま で 延 び 、 前 記 複 数 の コ ネ ク タ （ ２ ２ 、 ２ ４ ） が 、 前 記 第 １ の
端 部 と 前 記 第 ２ の 端 部 （ ２ ８ ） と の 間 に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記
載 の モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 複 数 の コ ネ ク タ （ ２ ２ 、 ２ ４ ） の 少 な く と も １ つ が 、 Ｅ Ｃ Ｇ コ ネ ク タ で あ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 複 数 の コ ネ ク タ （ ２ ２ 、 ２ ４ ） の 少 な く と も １ つ が 、 非 Ｅ Ｃ Ｇ コ ネ ク タ で あ る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル （ ２ ０ ） の 前 記 第 １ の 端 部 （ ２ ６ ） か ら 前 記 第 ２ の 端 部 （ ２ ８ ） ま
で 一 列 配 列 で 配 置 さ れ た 複 数 の セ ン サ （ ３ ４ ） を 更 に 含 み 、 前 記 複 数 の セ ン サ （ ３ ４ ） が
、 前 記 一 列 配 列 に お け る 第 １ の セ ン サ と し て 配 置 さ れ た 右 脚 電 極 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ２ に 記 載 の モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 セ ン サ （ ３ ４ ） が 、 複 数 の Ｅ Ｃ Ｇ セ ン サ を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記
載 の モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 複 数 の セ ン サ （ ３ ４ ） が 、 少 な く と も １ つ の 非 Ｅ Ｃ Ｇ セ ン サ を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 複 数 の セ ン サ （ ３ ４ ） が 、 （ ａ ） 呼 吸 セ ン サ 、 （ ｂ ） 非 侵 襲 性 血 圧 セ ン サ 、 （ ｃ ） パ
ル ス 酸 素 セ ン サ 、 （ ｄ ） 身 体 位 置 又 は 活 動 度 セ ン サ 、 (ｅ )皮 膚 電 気 反 応 セ ン サ 、 及 び （ ｆ
） 皮 膚 温 度 セ ン サ の う ち の 少 な く と も １ つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の モ
ニ タ 用 ケ ー ブ ル
【 請 求 項 ９ 】
前 記 複 数 の セ ン サ （ ３ ４ ） が 、 (ａ )呼 吸 セ ン サ 、 （ ｂ ） 非 侵 襲 性 血 圧 セ ン サ 、 及 び （ ｃ ）
パ ル ス 酸 素 セ ン サ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 複 数 の セ ン サ (３ ４ )が 、 （ ｄ ） 身 体 位 置 又 は 活 動 度 セ ン サ 、 (ｅ )皮 膚 電 気 反 応 セ ン サ
、 及 び （ ｆ ） 皮 膚 温 度 セ ン サ を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の モ ニ タ 用 ケ
ー ブ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 の 分 野 は 、 患 者 監 視 シ ス テ ム で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 複 数 の セ ン サ を
一 列 に 接 続 す る よ う に し た 改 良 型 患 者 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 心 電 図 （ Ｅ Ｃ Ｇ ） は 、 患 者 の 心 臓 の 活 動 度 を 監 視 （ モ ニ タ ） す る の に 使 用 さ れ る 。 情 報
を 収 集 し 、 心 臓 の 電 気 的 活 動 度 を 監 視 す る た め に 、 患 者 は Ｅ Ｃ Ｇ ケ ー ブ ル で Ｅ Ｃ Ｇ 監 視 （
モ ニ タ ） シ ス テ ム に 接 続 さ れ る 。 モ ニ タ 用 Ｅ Ｃ Ｇ ケ ー ブ ル の １ つ の タ イ プ は 、 １ ２ － リ ー
ド Ｅ Ｃ Ｇ と 呼 ば れ る 。 １ ２ － リ ー ド Ｅ Ｃ Ｇ で は 、 Ｅ Ｃ Ｇ 信 号 を 収 集 す る た め に １ ０ 個 の 電
極 が 使 用 さ れ る 必 要 が あ る 。 一 般 的 に 、 １ ０ 個 の 電 極 の 各 々 は 、 Ｅ Ｃ Ｇ ケ ー ブ ル 内 で 別 個
の 接 続 導 線 を 必 要 と す る 。 更 に 、 医 師 が Ｅ Ｃ Ｇ 信 号 だ け で な く よ り 多 く の 信 号 を 監 視 し な
け れ ば な ら な い 場 合 、 多 数 の ケ ー ブ ル 及 び コ ネ ク タ が 必 要 と さ れ る こ と が 多 い 。 例 え ば 、
医 師 が 、 患 者 の 血 圧 、 パ ル ス 酸 素 測 定 、 及 び ／ 又 は Ｅ Ｃ Ｇ を 監 視 す る 必 要 が あ る 場 合 、 医
師 は 通 常 、 各 モ ニ タ 機 器 に 対 し て 異 な る ケ ー ブ ル 及 び コ ネ ク タ を 使 用 す る こ と に な る 。 多
数 の ケ ー ブ ル や コ ネ ク タ は 、 嵩 張 り 、 ま と め る の が 困 難 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 多 数 の 導 線 及 び ／ 又 は ケ ー ブ ル が 散 乱 し 絡 み 合 う の 回 避 す る た め に 、 よ り 少 な
い 導 線 を 備 え た Ｅ Ｃ Ｇ ケ ー ブ ル に 対 す る 必 要 性 が あ る 。 更 に 、 信 号 品 質 が 改 善 さ れ か つ ア
ー チ フ ァ ク ト が 低 減 さ れ た Ｅ Ｃ Ｇ ケ ー ブ ル に 対 す る 必 要 性 が あ る 。 加 え て 、 血 圧 セ ン サ 、
呼 吸 セ ン サ 、 パ ル ス 酸 素 測 定 セ ン サ 、 Ｅ Ｃ Ｇ セ ン サ な ど か ら 、 Ｅ Ｃ Ｇ 信 号 と 共 に 非 Ｅ Ｃ Ｇ
信 号 を 同 時 に 収 集 す る よ う な 利 便 性 が 改 善 さ れ た Ｅ Ｃ Ｇ ケ ー ブ ル に 対 す る 必 要 性 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 は 、 患 者 監 視 シ ス テ ム に 使 用 す る モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル を 提 供 す る
。 該 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル は 、 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 と 、 該 第 １ の 端 部 か ら 該 第 ２ の 端 部
ま で 延 び る 外 装 と 、 複 数 の 接 続 導 線 と 、 複 数 の コ ネ ク タ と を 含 む 。 複 数 の 接 続 導 線 は 、 各
々 が 外 装 内 に 収 納 さ れ る 。 複 数 の コ ネ ク タ は 、 患 者 の 所 望 の 部 位 に 対 応 す る よ う に モ ニ タ
用 ケ ー ブ ル に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 各 々 が 少 な く と も １ つ の 接 続 導 線 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 は 、 患 者 監 視 シ ス テ ム に 使 用 す る モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル を 提 供 す る 。
モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル は 、 複 数 の 接 続 導 線 と 複 数 の セ ン サ と を 含 む 。 複 数 の 接 続 導 線 は 、 外 カ
バ ー 内 に 収 納 さ れ 、 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 延 び る 。 複 数 の セ
ン サ が 、 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 一 列 配 列 で 配 置 さ れ 、 少 な く
と も １ つ の 接 続 導 線 に 連 結 さ れ る 。 更 に 、 複 数 の セ ン サ は 、 一 列 配 列 に お け る 第 １ の セ ン
サ と し て 配 置 さ れ た 右 脚 電 極 と 、 少 な く と も １ つ の 非 Ｅ Ｃ Ｇ セ ン サ と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 は 、 患 者 監 視 シ ス テ ム を 提 供 す る 。 該 患 者 監 視 シ ス テ ム は 、
複 数 の 接 続 導 線 と 、 イ ン タ フ ェ ー ス 部 と 、 複 数 の コ ネ ク タ と 、 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の 第 １ の
端 部 に 位 置 す る 該 イ ン タ フ ェ ー ス 部 に 連 結 さ れ た モ ニ タ 機 器 と を 含 む 。 複 数 の 接 続 導 線 は
、 少 な く と も １ つ の モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の 外 装 内 に 収 納 さ れ る 。 更 に 、 複 数 の 接 続 導 線 は 各
々 、 少 な く と も １ つ の モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 延 び る 。 イ ン タ
フ ェ ー ス 部 は 、 少 な く と も １ つ の モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の 第 １ の 端 部 に 設 置 さ れ 、 各 々 が 複 数
の 接 続 導 線 の そ れ ぞ れ １ つ に 接 続 さ れ た 複 数 の 接 点 部 分 を 含 む 。 複 数 の コ ネ ク タ は 各 々 、
複 数 の 接 続 導 線 の 少 な く と も １ つ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 は 、 デ ー タ を 得 る 方 法 を 提 供 す る 。 該 方 法 は 、 モ ニ タ 用 ケ ー
ブ ル の 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 一 列 配 列 で 配 置 さ れ た 複 数 の セ ン サ を 使 用 し て 、 デ
ー タ を 収 集 す る 段 階 と 、 複 数 の セ ン サ に よ り 収 集 さ れ た デ ー タ を 、 該 複 数 の セ ン サ に 連 結
さ れ た 複 数 の コ ネ ク タ へ 送 信 す る 段 階 と 、 複 数 の コ ネ ク タ か ら の デ ー タ を 、 各 々 が 該 複 数
の コ ネ ク タ の 少 な く と も １ つ に 連 結 さ れ た 複 数 の 接 続 導 線 を 通 し て 送 信 す る 段 階 と を 含 む
。 複 数 の セ ン サ は 、 一 列 配 列 に お け る 第 １ の セ ン サ と し て 配 置 さ れ た 右 脚 電 極 と 、 一 列 配
列 に お け る 第 ２ の セ ン サ と し て 配 置 さ れ た 左 寛 骨 電 極 と 、 一 列 配 列 に お け る 該 第 ２ の セ ン
サ の 後 方 に 配 置 さ れ た 少 な く と も １ つ の 中 間 部 電 極 と 、 一 列 配 列 に お け る 少 な く と も １ つ
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の 中 間 部 電 極 の 後 方 に 配 置 さ れ た 右 側 上 部 電 極 と 、 一 列 配 列 に お け る 該 右 側 上 部 電 極 の 後
方 に 配 置 さ れ た 左 側 上 部 電 極 と を 含 む 。 複 数 の 接 続 導 線 は 、 外 側 ケ ー ブ ル 内 に 収 納 さ れ 、
各 々 が 該 外 側 ケ ー ブ ル の 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 延 び る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 形 態 は 、 患 者 を 監 視 す る た め の シ ス テ ム を 提 供 し 、 該 シ ス テ ム は
、 Ｅ Ｃ Ｇ デ ー タ セ ン サ を 通 し て 患 者 か ら の Ｅ Ｃ Ｇ デ ー タ を 受 信 す る 手 段 と 、 Ｅ Ｃ Ｇ デ ー タ
セ ン サ か ら の Ｅ Ｃ Ｇ デ ー タ を モ ニ タ 機 器 へ 送 信 す る 手 段 と を 含 む 。 更 に 、 Ｅ Ｃ Ｇ デ ー タ セ
ン サ は 、 該 シ ス テ ム に 対 し て ひ ず み 除 去 を 行 う よ う に 患 者 に 配 置 可 能 で あ る 第 １ の セ ン サ
を 含 む 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ Ａ 及 び １ Ｂ を 参 照 す る と 、 患 者 監 視 シ ス テ ム の 主 な 構 成 要 素 が 例 示 的 な 実 施 形 態 に
よ り 示 さ れ て い る 。 図 １ Ａ は 、 患 者 に 使 用 さ れ る モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル ２ ０ を 示 す 。 ケ ー ブ ル
２ ０ は 、 第 １ の 端 部 ２ ６ 及 び 第 ２ の 端 部 ２ ８ を 含 む 。 第 １ の 端 部 ２ ６ は 、 組 合 せ コ ネ ク タ
４ ６ に よ っ て 機 器 ４ ８ に 連 結 さ れ る こ と が で き る 。 そ れ に 代 え て 、 第 １ の 端 部 ２ ６ は 、 複
数 の 機 器 ４ ８ に 同 時 に 連 結 さ れ る こ と が で き る 。 図 １ Ｂ に 示 す よ う に 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は ま
た 、 接 続 導 線 ３ ０ を 含 む 。 接 続 導 線 ３ ０ の 各 々 は 、 外 装 又 は カ バ ー ３ ２ 内 に 収 納 さ れ 、 第
１ の 端 部 ２ ６ か ら 第 ２ の 端 部 ２ ８ ま で 延 び る 。 こ の 構 成 に よ り 、 各 導 線 ３ ０ が 互 い に 電 気
的 に 絶 縁 さ れ る こ と が 可 能 に な る 。 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 断 面 が ほ ぼ 円 形 で あ る 。 別 の 実 施 形
態 に お い て 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 断 面 が ほ ぼ 矩 形 で あ る 。 或 い は 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 様 々 な
異 な る 形 状 （ す な わ ち 、 平 坦 な 、 丸 み の あ る 、 三 角 形 状 の 、 湾 曲 し た 、 円 弧 状 の 形 状 な ど
） と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 コ ネ ク タ ２ ２ ａ か ら ２ ２ ｊ で 示 す よ う な 多 数 の コ ネ ク タ ２ ２ を 含 む こ
と が で き る 。 コ ネ ク タ ２ ２ ａ か ら ２ ２ ｊ の 各 々 は 、 接 続 導 線 ３ ０ の 少 な く と も １ つ に 連 結
さ れ る 。 ケ ー ブ ル ２ ０ は ま た 、 セ ン サ ３ ４ と 接 続 導 線 ３ ０ と の 間 に ハ ウ ジ ン グ ２ ３ を 含 み
、 デ ー タ を 収 集 す る た め の 位 置 に セ ン サ ３ ４ を 導 く こ と が で き る 。 図 １ Ｂ を 参 照 す る と 、
コ ネ ク タ ２ ２ ａ か ら ２ ２ ｊ は 、 患 者 か ら デ ー タ を 収 集 す る た め の セ ン サ ３ ４ に 連 結 さ れ る
こ と が で き る 。 セ ン サ に 連 結 さ れ た コ ネ ク タ ２ ２ の 数 は 、 特 定 の 場 合 の 状 況 に 応 じ て 変 化
さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 所 定 の 患 者 に 必 要 で あ れ ば 、 コ ネ ク タ ２ ２ ａ か ら ２ ２ ｊ の
全 て を 、 セ ン サ に 連 結 す る こ と が で き る 。 そ れ に 代 え て 、 僅 か な 数 の セ ン サ し か 必 要 と し
な い 場 合 に は 、 コ ネ ク タ ２ ２ ａ か ら ２ ２ ｊ の 一 部 の み を セ ン サ に 連 結 す る こ と が で き る 。
コ ネ ク タ ２ ２ ａ か ら ２ ２ ｊ は 、 端 部 ２ ６ 及 び ２ ８ 間 で 、 患 者 の デ ー タ を 収 集 す る た め の 所
望 の 部 位 に 対 応 す る よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 コ ネ ク タ ２ ２ ａ は セ ン サ に 連 結 さ れ か つ 患 者 の 右 脚 に 配 置 さ れ て 、
右 脚 （ Ｒ Ｌ ） Ｅ Ｃ Ｇ 信 号 を 生 成 す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 コ ネ ク タ ２ ２ ｂ は 、 セ ン サ に
取 り 付 け ら れ か つ 患 者 の 左 脚 に 配 置 さ れ て 、 左 脚 （ Ｌ Ｌ ） Ｅ Ｃ Ｇ 信 号 を 生 成 す る こ と が で
き る 。 コ ネ ク タ ２ ２ ｃ か ら ２ ２ ｈ の 各 々 は 、 胸 部 信 号 を 心 電 計 に 提 供 す る セ ン サ に 接 続 さ
れ る 。 こ れ ら の セ ン サ 及 び 接 続 導 線 は 、 当 該 業 界 で は 図 １ に 示 す よ う に Ｖ １ か ら Ｖ ６ で 表
さ れ る こ と も あ る 。 こ れ ら の セ ン サ は 、 セ ン サ Ｖ １ が コ ネ ク タ ２ ２ ｃ に 接 続 さ れ か つ 患 者
の 胸 骨 近 く に 置 か れ た 状 態 で 、 患 者 の 胸 部 に 配 置 さ れ る 。 更 に 、 セ ン サ Ｖ ６ は 、 コ ネ ク タ
２ ２ ｈ に 接 続 さ れ か つ 患 者 の 左 腋 窩 近 く に 配 置 さ れ る 。 セ ン サ Ｖ ２ か ら Ｖ ５ は 、 そ れ ぞ れ
セ ン サ Ｖ １ か ら Ｖ ６ の 間 で コ ネ ク タ ２ ２ ｄ か ら ２ ２ ｇ に 接 続 さ れ る 。 コ ネ ク タ ２ ２ ｉ は 、
セ ン サ に 連 結 さ れ か つ 患 者 の 右 腕 近 く に 置 か れ て 、 右 腕 （ Ｒ Ａ ） Ｅ Ｃ Ｇ 信 号 を 生 成 す る 。
同 様 に 、 コ ネ ク タ ２ ２ ｊ は 、 セ ン サ に 連 結 さ れ か つ 患 者 の 左 腕 近 く に 置 か れ て 、 左 腕 （ Ｌ
Ａ ） Ｅ Ｃ Ｇ 信 号 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 コ ネ ク タ ２ ２ ａ は 、 右 脚 （ Ｒ Ｌ ） セ ン サ に 連 結 さ れ て 、 患 者 デ ー タ
を 収 集 す る 改 良 型 シ ス テ ム を 構 成 す る 。 具 体 的 に は 、 Ｒ Ｌ は Ｅ Ｃ Ｇ 感 度 増 幅 器 の 何 れ に 対
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す る 入 力 で も な い た め 、 Ｅ Ｃ Ｇ は 、 特 に Ｒ Ｌ セ ン サ で の 牽 引 に 鈍 感 で あ る 。 従 っ て 、 Ｒ Ｌ
セ ン サ は 、 外 部 か ら の 動 き 、 牽 引 、 衝 突 、 又 は 他 の 混 乱 な ど の 多 く の 要 因 に よ る ケ ー ブ ル
２ ０ の 何 ら か の ひ ず み に 対 す る バ ッ フ ァ と し て 働 く 。 実 際 に 、 Ｒ Ｌ 電 極 を 第 １ の セ ン サ と
し て 使 用 す る こ と に よ っ て 、 残 り 全 て の セ ン サ へ の 接 続 が 、 ケ ー ブ ル ２ ０ の 使 用 中 に 引 っ
張 ら れ た り 或 い は 取 り 除 か れ た り す る 可 能 性 は 低 く な る 。 Ｒ Ｌ 電 極 を 患 者 の 任 意 の 数 の 部
位 に 取 り 付 け て 、 ひ ず み 除 去 の 利 点 を 得 る こ と が で き る 。 例 え ば 、 Ｒ Ｌ 電 極 は 、 患 者 の 右
脚 近 く 又 は 該 右 脚 上 に 配 置 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る と 、 Ｒ Ｌ
電 極 は 、 Ｌ Ｌ 電 極 が 患 者 に 配 置 さ れ た 位 置 か ら 約 ２ ０ イ ン チ 以 内 に 配 置 さ れ る 。 こ の 距 離
に よ っ て 、 ケ ー ブ ル ２ ０ を 異 な る 角 度 か ら 患 者 に 取 り 付 け る 上 で 、 よ り 大 き な 柔 軟 性 を 持
た せ る こ と が で き る 。 別 の 実 施 形 態 に よ る と 、 任 意 の 数 の セ ン サ 及 び コ ネ ク タ を 使 用 し て
、 ケ ー ブ ル ２ ０ に お け る ひ ず み 除 去 を 得 る こ と が で き る 。 例 え ば 、 非 Ｅ Ｃ Ｇ セ ン サ は 、 コ
ネ ク タ に 接 続 さ れ か つ 患 者 の 右 脚 及 び ／ 又 は 横 腹 近 く で 患 者 に 配 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ケ ー ブ ル ２ ０ は ま た 、 コ ネ ク タ ２ ４ ａ か ら ２ ４ ｃ で 示 す よ う な コ ネ ク タ ２ ４ を 含 む 。 コ
ネ ク タ ２ ４ ａ か ら ２ ４ ｃ は 、 非 Ｅ Ｃ Ｇ デ ー タ を 収 集 す る た め の 非 Ｅ Ｃ Ｇ セ ン サ に 連 結 さ れ
る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 Ｅ Ｃ Ｇ デ ー タ と 非 Ｅ Ｃ Ｇ デ ー タ と を 同 時 に 収
集 す る の に 使 用 さ れ る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 患 者 監 視 中 の 多 数 の ケ ー ブ ル 又 は 取
り 付 け 部 の 必 要 性 が 排 除 さ れ る 。 例 え ば 、 コ ネ ク タ ２ ４ ａ は 、 患 者 の 呼 吸 デ ー タ を 収 集 す
る た め の 呼 吸 セ ン サ に 取 り 付 け ら れ る こ と が で き る 。 コ ネ ク タ ２ ４ ａ は 、 コ ネ ク タ ２ ２ ｉ
と ２ ２ ｊ と の 間 で 、 患 者 の 咽 喉 又 は 頚 部 近 く に 配 置 さ れ る こ と が で き る 。 同 様 に 、 コ ネ ク
タ ２ ４ ｂ は 、 患 者 の 血 圧 デ ー タ を 収 集 す る た め の 非 侵 襲 性 血 圧 セ ン サ に 取 り 付 け ら れ る こ
と が で き る 。 コ ネ ク タ ２ ４ ｂ は 、 コ ネ ク タ ２ ２ ｊ の 後 方 で 、 患 者 の 腕 近 く に 配 置 さ れ る こ
と が で き る 。 更 に 、 コ ネ ク タ ２ ４ ｃ は 、 患 者 の パ ル ス 酸 素 デ ー タ を 収 集 す る た め の パ ル ス
酸 素 セ ン サ に 取 り 付 け ら れ る こ と が で き る 。 コ ネ ク タ ２ ４ ｃ は 、 コ ネ ク タ ２ ２ ｊ の 後 方 で
、 患 者 の 指 、 手 、 耳 垂 、 又 は 他 の 適 切 な 部 位 付 く に 配 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る と 、 多 数 の コ ネ ク タ が 、 患 者 の 他 の タ イ プ の デ ー タ を 収 集
す る た め に 、 任 意 の 数 の 又 は 様 々 な セ ン サ に 連 結 す る の に 使 用 さ れ る こ と が で き る 。 例 え
ば 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 身 体 位 置 又 は 活 動 度 セ ン サ 、 皮 膚 電 気 反 応 セ ン サ 、 皮 膚 温 度 セ ン サ
な ど に 接 続 さ れ る こ と が で き る 。 更 に 、 コ ネ ク タ ２ ２ 、 ２ ４ は 、 一 部 の コ ネ ク タ が 一 部 の
タ イ プ の セ ン サ に の み 接 続 さ れ る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ る こ と が で き る 。 例 え ば 、
１ つ の コ ネ ク タ ２ ２ （ 例 え ば 、 Ｅ Ｃ Ｇ コ ネ ク タ ） は 、 Ｅ Ｃ Ｇ セ ン サ に の み 連 結 さ れ る 一 方
、 第 ２ の コ ネ ク タ ２ ４ （ 例 え ば 、 非 Ｅ Ｃ Ｇ コ ネ ク タ ） は 、 非 Ｅ Ｃ Ｇ コ ネ ク タ に の み 連 結 さ
れ る こ と が で き る 。 そ れ に 代 え て 、 各 コ ネ ク タ ２ ２ は 、 Ｅ Ｃ Ｇ コ ネ ク タ 及 び 非 Ｅ Ｃ Ｇ コ ネ
ク タ の 双 方 に 普 遍 的 に 適 用 で き る よ う に す る こ と が で き る 。 コ ネ ク タ 及 び セ ン サ に お い て
多 数 の 変 形 タ イ プ と す る こ と が で き る こ と 、 及 び ケ ー ブ ル ２ ０ を 使 用 し て 患 者 に 多 数 の 非
Ｅ Ｃ Ｇ セ ン サ を 取 り 付 け る こ と が で き る こ と は 、 ケ ー ブ ル の 散 乱 を 解 消 し 、 そ れ に よ っ て
患 者 の 快 適 さ と 活 動 性 を 改 善 す る の に 役 に 立 つ 。 更 に 、 必 要 な ケ ー ブ ル の 数 の 減 少 は 、 接
続 作 業 全 体 を 単 純 化 す る こ と で 、 介 護 者 の 業 務 を 改 善 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ Ａ ～ 図 ３ Ｅ を 参 照 す る と 、 コ ネ ク タ ２ ２ ａ か ら ２ ２ ｊ 及 び ２ ４ ａ か ら ２ ４ ｃ の 各 々
は 、 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル ２ ０ 内 で 内 部 一 体 形 に さ れ る か 、 又 は モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル ２ ０ の 一 部
と し て 外 部 一 体 形 に さ れ る こ と が で き る 。 図 ３ Ａ ～ 図 ３ Ｃ は 、 ど の よ う に し た ら コ ネ ク タ
が 、 ケ ー ブ ル ２ ０ と の 外 部 一 体 形 構 成 を 有 す る こ と が で き る か に つ い て の １ つ の 例 を 示 し
て い る 。 例 え ば 、 図 ３ Ａ は 、 ケ ー ブ ル ２ ０ の 上 方 か ら 見 た と し た 場 合 の 、 外 部 一 体 形 コ ネ
ク タ ２ ２ の 斜 視 図 を 示 す 。 コ ネ ク タ ２ ２ は 、 全 体 的 に 鈍 形 （ 例 え ば 、 丸 み の あ る 、 滑 ら か
な 、 等 ） の 形 状 を 有 し て お り 、 ケ ー ブ ル ２ ０ の 他 の コ ネ ク タ 又 は 部 分 と の あ ら ゆ る 干 渉 を
最 小 に す る 。 こ の 構 成 は 、 滑 ら か な 端 縁 の 総 数 を 最 大 に す る 。 図 ３ Ｂ は 、 ケ ー ブ ル ２ ０ の
下 方 か ら 見 た と し た 場 合 の 、 外 部 一 体 形 コ ネ ク タ ２ ２ の 斜 視 図 を 示 す 。 コ ネ ク タ ２ ２ は 、
デ ー タ を 送 信 す る よ う に コ ネ ク タ を 所 定 の 位 置 に 導 く こ と が で き る ハ ウ ジ ン グ ２ ３ を 含 む
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。 ハ ウ ジ ン グ ２ ３ は 、 デ ー タ が 患 者 か ら 機 器 ４ ８ へ 送 信 さ れ る こ と を 可 能 に す る よ う な 任
意 の 適 切 な 材 料 （ 例 え ば 、 伝 導 性 金 属 ） で 作 ら れ る こ と が で き る 。 図 ３ Ａ 、 図 ３ Ｂ に 示 し
た 外 部 一 体 形 コ ネ ク タ ２ ２ は 、 単 な る 例 示 で あ る 。 つ ま り 、 外 部 一 体 形 コ ネ ク タ ２ ２ は 、
任 意 の 数 の 異 な る 形 状 、 構 成 、 形 態 な ど を 有 す る こ と が で き る 。 図 ３ Ｃ は 、 線 ３ Ｃ に 沿 っ
て 取 っ た 、 外 部 一 体 形 コ ネ ク タ の 側 面 断 面 図 で あ り 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ３ と 少 な く と も １ つ の
接 続 導 線 ３ ０ と を よ り 詳 細 に 示 し て い る 。 外 部 一 体 形 コ ネ ク タ ２ ２ は 、 セ ン サ ３ ４ が ハ ウ
ジ ン グ ２ ３ 内 で コ ネ ク タ ２ ２ に 連 結 さ れ 、 デ ー タ が 患 者 か ら 接 続 導 線 ３ ０ を 通 し て 送 信 さ
れ る こ と が で き る よ う に な る よ う に 構 成 さ れ る 。 同 様 に 、 図 ３ Ｄ は 、 ケ ー ブ ル ２ ０ に 沿 っ
た 、 内 部 一 体 形 コ ネ ク タ ２ ２ の 側 面 断 面 図 で あ り 、 図 ３ Ｅ は 、 ケ ー ブ ル ２ ０ に 沿 っ た 、 内
部 一 体 形 コ ネ ク タ の 側 面 図 を 示 す 。 コ ネ ク タ ２ ２ を ケ ー ブ ル ２ ０ の 一 部 と し て 内 部 で 一 体
化 す る こ と に よ り 、 ケ ー ブ ル ２ ０ の 他 の 部 分 又 は 患 者 を 監 視 す る の に 使 用 さ れ る 他 の 要 素
と の あ ら ゆ る 干 渉 の 可 能 性 が 殆 ど な く な る 。 更 に 、 個 々 の リ ー ド 線 を 排 除 す る こ と で 、 本
発 明 は 、 ケ ー ブ ル ２ ０ が そ れ 自 身 で 絡 み 合 う 可 能 性 を 減 少 さ せ る 。 更 に 、 介 護 者 は 、 個 々
の リ ー ド 線 を 点 検 し 交 換 す る 必 要 が な い 。 ケ ー ブ ル ２ ０ を 患 者 に 適 用 す る に 当 た っ て 、 介
護 者 は 、 ケ ー ブ ル ２ ０ に 気 を 配 る 必 要 は な い 。 そ の 代 わ り 、 介 護 者 は 、 単 に 患 者 の 指 の 間
に 沿 っ て ケ ー ブ ル ２ ０ を 滑 ら せ て 、 ケ ー ブ ル ２ ０ の 長 さ に 沿 っ て 適 切 な コ ネ ク タ ２ ２ 又 は
ハ ウ ジ ン グ ２ ３ を 感 じ た と き 、 順 番 に 各 セ ン サ を 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る と 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 介 護 者 が ケ ー ブ ル ２ ０ に 沿 っ て
コ ネ ク タ 及 び ／ 又 は セ ン サ を 適 切 に 配 置 す る の を 助 け る た め に 、 各 コ ネ ク タ ２ ２ の 位 置 に
（ 例 え ば 、 内 部 一 体 形 コ ネ ク タ を 備 え た ケ ー ブ ル に お い て ） 、 隆 起 又 は 膨 ら み を 含 む こ と
が で き る 。 例 え ば 、 図 ３ Ｄ 及 び 図 ３ Ｅ に 示 す よ う に 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 各 コ ネ ク タ ２ ２ の
位 置 に 僅 か な 膨 ら み 又 は 隆 起 を 備 え て い る 。 こ れ に 代 え て 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 介 護 者 が 適
切 な コ ネ ク タ 及 び ／ 又 は セ ン サ を 配 置 す る こ と を 可 能 に す る 他 の タ イ プ の イ ン ジ ケ ー タ を
有 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 く ぼ み 、 ギ ザ ギ ザ 、 ノ ッ チ な ど を 含 む こ
と が で き る 。 更 に 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は ま た 、 該 ケ ー ブ ル ２ ０ 内 に 完 全 に 一 体 化 さ れ た コ ネ ク
タ ２ ２ を 含 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 １ Ｂ で は 、 全 体 が ケ ー ブ ル ２ ０ 内 に 一 体 化 さ れ た
コ ネ ク タ ２ ２ を 示 す 。 次 ぎ に 、 セ ン サ ３ ４ が 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ３ に よ っ て ケ ー ブ ル ２ ０ に 連
結 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 設 計 は 、 セ ン サ 間 の ノ イ ズ 歪 み を 最 小 に す る の に 役 立 つ 。 コ
ネ ク タ ２ ２ ｂ 及 び ２ ２ ｉ で 示 す よ う な コ ネ ク タ ２ ２ の 各 々 は 、 互 い に 一 列 配 列 に 配 置 さ れ
る 。 従 っ て 、 ケ ー ブ ル ２ ０ に 沿 っ て 異 な る 長 さ で 自 由 に 吊 下 し て い る 接 続 導 線 の 代 わ り に
、 コ ネ ク タ は 、 特 定 の 位 置 に お い て ケ ー ブ ル ２ ０ 内 に 収 納 さ れ た 接 続 導 線 ３ ０ に 取 り 付 け
ら れ る 。 こ れ に よ っ て 、 接 続 導 線 ３ ０ の 各 々 が ケ ー ブ ル ２ ０ の 長 さ 全 体 に わ た っ て 第 １ の
端 部 ２ ６ か ら 第 ２ の 端 部 ２ ８ ま で 延 び る こ と が 可 能 に な る 。 こ の タ イ プ の 構 成 は 、 異 な る
増 幅 器 に よ っ て 識 別 さ れ か つ 次 ぎ に 排 除 さ れ る こ と が で き る 干 渉 信 号 の た め の 共 通 経 路 が
形 成 さ れ る の で 、 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 ケ ー ブ ル ２ ０ に は 、 細 動 除 去 抵 抗 ４ ２ が 設 け ら れ る こ と が で き る 。
抵 抗 ４ ２ は 、 各 セ ン サ に 設 け ら れ る こ と が で き る 。 更 に 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 コ ネ ク タ ２ ２
ａ に お い て 取 り 付 け ら れ た 第 １ の セ ン サ 用 の ケ ー ブ ル 一 致 抵 抗 ４ ４ を 含 む こ と が で き る 。
そ の 結 果 、 コ ネ ク タ ２ ２ ａ に 配 置 さ れ た 右 脚 電 極 は 、 事 実 上 、 ２ つ の 導 線 ３ ０ に 機 能 的 に
取 り 付 け ら れ る 。 更 に 、 ケ ー ブ ル ２ ０ に 連 結 さ れ た 他 の セ ン サ は 、 複 数 の 導 線 ３ ０ に 取 り
付 け ら れ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 非 Ｅ Ｃ Ｇ コ ネ ク タ ２ ４ は 、 患 者 か ら 正 確 な デ ー タ を 収
集 す る の に 、 １ つ よ り 多 い 接 続 導 線 ３ ０ を 必 要 と す る 場 合 が あ る 。 従 っ て 、 非 Ｅ Ｃ Ｇ セ ン
サ は 、 あ る 特 定 の 状 況 で は 、 １ つ よ り 多 い 導 線 ３ ０ に 効 果 的 に 取 り 付 け ら れ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ケ ー ブ ル ２ ０ は ま た 、 ケ ー ブ ル ２ ０ の 第 １ の 端 部 ２ ６ に 配 置 さ れ た 組 合 せ コ ネ ク タ ４ ６
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を 含 む こ と が で き る 。 組 合 せ コ ネ ク タ ４ ６ は 、 各 々 が 接 続 導 線 ３ ０ の そ れ ぞ れ １ つ に 接 続
さ れ た 多 数 の 接 点 部 分 を 含 み 、 ケ ー ブ ル ２ ０ を 、 機 器 ４ ８ と し て 示 さ れ て い る が そ れ に 限
定 さ れ る も の で は な い モ ニ タ 機 器 に 連 結 す る こ と が で き る 。 更 に 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 異 な
る 体 格 の 個 人 に 適 合 す る よ う に 製 造 さ れ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 好 ま し い 実 施 形 態 に よ
る と 、 ３ つ の 異 な る サ イ ズ の ケ ー ブ ル ２ ０ が 患 者 監 視 シ ス テ ム に は 備 え ら れ 、 必 要 に 応 じ
て 小 柄 、 普 通 、 及 び 大 柄 な 個 人 に 適 合 す る よ う に な っ て い る 。 更 に 、 ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 耐
久 性 が あ り か つ 柔 軟 性 が あ っ て 、 異 な る 患 者 監 視 の 必 要 性 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に よ る 流 れ 図 で あ る 。 デ ー タ は 、 動 作 １ ０ ０ に お い て
、 一 列 配 列 で モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 配 置 さ れ た 複 数 の セ ン サ
に よ っ て 収 集 さ れ る 。 複 数 の セ ン サ は 、 （ ａ ） 一 列 配 列 に お け る 第 １ の セ ン サ と し て 配 置
さ れ た 右 脚 電 極 と 、 （ ｂ ） 一 列 配 列 に お け る 第 ２ の セ ン サ と し て 配 置 さ れ た 左 寛 骨 電 極 と
、 （ ｃ ） 一 列 配 列 に お け る 該 第 ２ の セ ン サ の 後 方 に 配 置 さ れ た 少 な く と も １ つ の 中 間 部 電
極 と 、 （ ｄ ） 一 列 配 列 に お け る 少 な く と も １ つ の 中 間 部 電 極 の 後 方 に 配 置 さ れ た 右 側 上 部
電 極 と 、 （ ｅ ） 一 列 配 列 に お け る 該 右 側 上 部 電 極 の 後 方 に 配 置 さ れ た 左 側 上 部 電 極 と を 含
む こ と が で き る 。 デ ー タ は 動 作 １ ０ ２ に お い て 、 複 数 の セ ン サ に 連 結 さ れ た 複 数 の コ ネ ク
タ を 通 し て 送 信 さ れ る 。 更 に 、 デ ー タ は 、 動 作 １ ０ ４ に お い て 、 外 側 ケ ー ブ ル 内 に 収 納 さ
れ か つ 該 外 側 ケ ー ブ ル の 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 延 び る 複 数 の 接 続 導 線 を 通 し て 、
複 数 の コ ネ ク タ か ら 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 に 示 し か つ 上 記 で 説 明 し た 本 発 明 の 実 施 形 態 及 び 使 用 例 は 、 現 在 の と こ ろ 好 ま し い も
の で あ る が 、 こ れ ら の 実 施 形 態 は 単 に 実 施 例 と し て 提 示 し た も の で あ る こ と を 理 解 さ れ た
い 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 特 定 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 依 然 と し て 本 出 願 の 技
術 的 範 囲 内 に あ る 様 々 な 変 更 に 及 ぶ も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ Ａ 】 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の 平 面 図 。
【 図 １ Ｂ 】 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る 、 線 １ Ｂ に 沿 っ て 取 っ た モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る 、 図 １ Ａ の モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の 患 者 へ の 配 置 を 示 す 図 。
【 図 ３ Ａ 】 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る 、 外 部 一 体 形 コ ネ ク タ を 含 む 患 者 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の
上 面 斜 視 図 。
【 図 ３ Ｂ 】 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る 、 外 部 一 体 形 コ ネ ク タ を 含 む 患 者 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の
底 面 斜 視 図 。
【 図 ３ Ｃ 】 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る 、 線 ３ Ｃ に 沿 っ て 取 っ た 外 部 一 体 形 コ ネ ク タ の 断 面 図
。
【 図 ３ Ｄ 】 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る 、 内 部 一 体 形 コ ネ ク タ を 含 む 患 者 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の
断 面 図 。
【 図 ３ Ｅ 】 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る 、 内 部 一 体 形 コ ネ ク タ を 含 む 患 者 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の
側 面 図 。
【 図 ４ 】 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る 、 患 者 に 取 り 付 け ら れ る よ う に な っ た 一 列 構 成 の セ ン サ
を 示 す モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル の 部 分 図 。
【 図 ５ 】 例 示 的 な 実 施 形 態 に よ る 、 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル 内 に 設 置 さ れ た 細 動 除 去 抵 抗 と 一 致
抵 抗 と の 概 略 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 流 れ 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ２ ０ 　 モ ニ タ 用 ケ ー ブ ル
　 ２ ２ 、 ２ ２ ａ ～ ２ ２ ｊ 　 コ ネ ク タ
　 ２ ４ ａ ～ ２ ４ ｃ 　 コ ネ ク タ
　 ２ ６ 　 第 １ の 端 部
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　 ２ ８ 　 第 ２ の 端 部
　 ３ ０ 　 接 続 導 線
　 ３ ４ 　 セ ン サ
　 ４ ６ 　 組 合 せ コ ネ ク タ
　 ４ ８ 　 モ ニ タ 機 器
　 Ｒ Ｌ 　 右 脚
　 Ｌ Ｌ 　 左 脚
　 Ｒ Ａ 　 右 腕
　 Ｌ Ａ 　 左 腕

【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】
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【 図 ３ Ｃ 】

【 図 ３ Ｄ 】

【 図 ３ Ｅ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(9) JP 2004-249107 A 2004.9.9



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ａ６１Ｂ   5/145                        Ａ６１Ｂ   5/04    ３００Ｒ          　　　　　

(72)発明者  ドン・ブロードニック
            アメリカ合衆国、ウィスコンシン州、シダーバーグ、リンデン・ストリート、エヌ７５・ダブリュ
            ７１１５番
Ｆターム(参考) 4C038 KK01  KX04  SV00  SV03  SX20 

(10) JP 2004-249107 A 2004.9.9



专利名称(译) <无法获取翻译>

公开(公告)号 JP2004249107A5 公开(公告)日 2009-04-23

申请号 JP2004042193 申请日 2004-02-19

[标]申请(专利权)人(译) GE医疗系统信息技术有限公司

申请(专利权)人(译) GE医疗系统信息技术有限公司

[标]发明人 ドンブロードニック

发明人 ドン·ブロードニック

IPC分类号 A61B5/00 A61B5/08 A61B5/145 A61B5/0408 A61B5/0478 A61B5/0492

CPC分类号 A61B5/6831 A61B5/04085 A61B5/04286

FI分类号 A61B5/00.102.A A61B5/08 A61B5/14.310 A61B5/04.300.J A61B5/04.300.M A61B5/04.300.R

F-TERM分类号 4C038/KK01 4C038/KX04 4C038/SV00 4C038/SV03 4C038/SX20 4C117/XA01 4C117/XB01 4C117
/XB04 4C117/XC26 4C117/XD09 4C117/XD10 4C117/XD13 4C117/XD16 4C117/XD17 4C117/XD22 
4C117/XE15 4C117/XE17 4C117/XE24 4C117/XE37 4C117/XE64 4C127/LL08 4C127/LL13 4C127
/LL19

代理人(译) 松本健一
小仓 博
伊藤亲

优先权 10/369852 2003-02-20 US

其他公开文献 JP4795645B2
JP2004249107A

摘要(译)

提供了患者监视系统。 一种患者监视系统，包括至少一条监视电缆
（20），多条连接线（30）和多个连接器（22、24）。 多个连接导体
（30）容纳在外罩（32）内，每个连接导体从至少一条监控器电缆
（20）的第一端（26）延伸至第二端（28）。 。 多个连接器布置成从
至少一条监控器电缆的第一端到第二端成一直线，并且包括至少一个
ECG连接器和至少一个非ECG连接器。 至少一根电缆能够消除应力。 
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